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大いさに於て諸種の段階あり。是等ミグロゾーメ y
は総て細き糸状物によりで連絡せられ念珠状に排列
する特徴あり。此の細糸及び頼粒には成長肥厚する
性能ありと認められ，而して充分に成長すれば分裂
現像を起す。即ち糸は管状と化し壁を作り頼粒の各、
々は墳に 2箇に裂け両側壁に附着し存在するに至
る。斯の如くしてミクロゾーメン頼粒及びその連絡
糸は其の数量を増加するものなりと観察せり。
4. 妊娠早期の人胎盤識細構造に就て
米山亥盛(第二解剖〉
オスミゥム固定人胎盤;成毛を超薄切片法を用い電
顕により観察す。 Cytotrophoblast細胞質内には
微細頼粒，即ち Microsome~， Mitochondria， 
Ergastoplasme，分泌頼粒， Vacuole等を含む。
細胞自由面には多数の Microvil1iを認む。 Micro-
somesは細胞質内に散布存在し， 1万倍の電顕拡大
を以ってしでも倫認め得ざるものより，大なるは限
界膜を認め空胞状を呈するものもある，形態特徴と
しては穎粒は互に細糸により念珠状に定婚し，或は
細糸中に包理せられ，其等の頼粒は縦横の走行にし
て網目状をなし互に連絡せり。 
Mitochondriaは球形，楕円形或は長棒状を呈す
民一、	 大なるは長径約1.4いあり， Mitochondriaは明瞭
なる限界膜を認め，特有な構造として内部に平行に
排列する数条の線が認められ，大部分は長軸に対し
横位をなすも時に斜位或は縦位を呈するものもあ
る。此等 Mitochondria内部に存する線或は限界
膜には Microsomesに於けるが知き小なる頼粒が
包埋せられ無数に連続するを認む。これに加うるに
Microsomesの連絡糸と Mitochondria内の線条
も限界膜を通して連絡あるを認む。 
5. 原腸控の胞極陸との安通について c=ホシ
アカカヨ巳ル〉
下沢淳海(第三解剖〉
両棲類の原腸腔は胞医腔と穿孔交通するとの 2，3
の報告はあるが，私は Ranajaponicaの同一卵塊
を室温で飼L、各時期の匪子をホルマリン(10%，600 
Cに加熱〉で固定し，双眼顕微鏡下にて鋭いピンセ
ットの先で原腸背壁を除去し，原腸腹壁即ち胞陸・
原腸両陛聞の壁に於いて穿孔の存否を調査し次の結
果を得た。 
ニホシアカガエルの胞怪・原腸両陛聞の壁の穿孔
は腸陸中期工(原口の形が半円形よりやL過ぎた時
期〉より神経座中期工(神経堤の尾側がかなり正中
によった時期〉までの聞に存在し，腸伍後期II~lII
(原口の形が円形でその横径が怪のtぐらいの時期〉
に於て最も多く約 60%に穿孔を見る。一旦穿孔し
たものは発生の経過と共に再び閉鎖する。全期聞を
通じて穿孔しない睦子も存在すると思われる。
穿孔の位置，数，大きさ，形は種々である。即ち
位置は原腸腹壁のほ Y中央より頭側にあり，数は主
に 1個であるが2個以上認めるものもある。大きさ 
は原腸腹壁の細胞より小さいものから胞匪・原腸両
腔間の壁の大部分におよんでいるものまで種々であ
る。形は類円形，楕円形，卵円形，ヒョウタン形，
不足形等がある。小数の匪子で、は原腸腹壁の上皮細
胞層は破れているが，胞匹腔側の卵黄細胞層によっ 
てその大部分，叉は全部がふさがれている場合があ
る。上皮細胞層の表面は平滑で色素を含んでおり卵 
黄細胞層は粗面をなし色素を含まず白く見える。胞
匹腔がごく小さくなったものでは原腸腹壁の小さな
くぼみとしてみられる場合がある。穿孔の縁は急に
おちこんでいるのが普通であるが極く小数の怪子で、
はゆるやかにおちこんでいて縁の明瞭でない場合が
ある。 
6. 顎下腺細胞の電子顕識鏡的観察
中西 駿〈第二解剖〉
白鼠の唾液腺細胞を電子顕徴鏡的に研究するに当
り，奇異なる形像に接したるにより次ぎに報告する。 
A)核に関係するものに就いての記録
粘液腺細胞の核の表面に電子線不透過性の部分が
縞状・紐状・バンド状に附着出現している。恰かも 
核に「タガJを附したるが知きものがある。
1) 此の分質は核の中央部に-於いて長径に沿って
存在する場合が多いが，必ずしも中央部にな<， ~ 
側に偏在する事もある。叉核膜上に屈曲し，馬蹄形
をなして存する事あり。 
2) 核の内部に在るとは息われなし、。横より見た
る場合に表面に接着隆起しているのが分る。
3) 馬蹄形に接着している場合は，屡々その両端
が二つに分校する。叉分校せず先端がやや膨大して
いるものがある。叉分枝も膨大もなく終っているも
のもある。 
4) 中央部に裂隙を有する如く，縦の白線を見る
事あり。
但し，ここに奇とすべきは斯の如き帯状体は核の
表面のみならず細胞質内にも出現する事実にして，
